
44農業経営者 2010 年 11 月号

We bring up harmony

We respect out native district

We aim at horticulture
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　 木内博一の

のマネジメントと

の精神

都
市
生
活
者
は
、「
癒
し
」「
健
康
」「
美
」
を
求
め
て
、
情
報
を
探
し
、
行
動
し
て
い
る
。
彼
ら
の
求
め
る
価
値

観
に
応
え
る
サ
ー
ビ
ス
と
は
何
か
？�
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農業界


は
どんな“ケア”






を
提供でき



る
の
か
？�
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オ
ー
プン

し
た

ば
か
り
の
和
郷
グ
ル
ー
プ
の
貸
し
農
園
「
Ｔ
Ｈ
Ｅ 

Ｆ
Ａ
Ｒ
Ｍ
（
以
下
、ザ
・
フ
ァ
ー
ム
）」
の
畑
で
考
え
て
み
た
。

農
業
サ
ー
ビ
ス
で
都
会
を
“
ケ
ア
”
す
る

お
か
げ
さ
ま
で
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
の
申
込

み
は
順
調
だ
。
法
人
向
け
に
用
意
し
た
10���

a
の
４
区
画
を
利
用
す
る
の
は
、
社
員
向

け
の
食
育
研
修
に
使
う
食
品
メ
ー
カ
ー

や
、
タ
イ
ア
ッ
プ
し
た
貸
農
園
付
き
新
築

マ
ン
シ
ョ
ン
運
営
会
社
の
顧
客
�
�
�
�

といっ


た

人
々
で
あ
る
�
�
�
�
�
������






。
女性誌と



の
タ
イ
ア
ッ
プ

農
園
の
企
画
も
持
ち
上
が
っ
て
い
る
。

ザ
・
フ
ァ
ー
ム
の
顧
客
ニ
ー
ズ
の
本
質

は
、“
ケ
ア
（
思
い
や
り
）”
に
あ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
う
。
メ
ン
タ
ル
（
心
の
）

ケ
ア
や
ヘ
ル
ス
（
健
康
の
）
ケ
ア
、
ビ
ュ

ー
テ
ィ
ー
（
美
容
の
）
ケ
ア
だ
。
農
業
が
、

「
癒
さ
れ
た
い
」「
健
康
に
な
り
た
い
」「
美

し
く
あ
り
た
い
」
といっ


た
都
市
生
活
者

の
価
値
観
に
応
え
る
新
た
な
役
割
を
担
え

る
よ
う
に
な
っ
た
の
だ
。

企
業
も
価
値
観
の
転
換
を
図
っ
て
い
る

よ
う
だ
。
社
員
に
経
済
価
値
を
求
め
る
だ

け
で
な
く
、
生
き
抜
く
力
を
養
い
、
勇
気

を
与
え
る
場
を
必
要
と
し
て
い
る
。
そ
の

一
つ
の
解
と
し
て
、
ザ
･
フ
ァ
ー
ム
で
の

農
作
業
を
選
ぶ
企
業
も
あ
る
。
農
作
業
を

や
っ
て
み
る
と
、
人
間
の
力
は
こ
の
程
度

の
レ
ベ
ル
し
か
な
いとい


う
こ
と
を
実
感

す
��������
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る
。
で
も
、作
業
を
繰
り
返
し
な
が
ら
、

一
緒
に
働
く
人
間
の
知
恵
を
足
し
て
い
く

こ
と
に
よ
っ
て
、
協
業
作
業
の
仕
方
や
効

率
化
を
自
然
に
学
ん
で
い
け
る
の
だ
。

都
会
の
仕
事
で
は
、
一
度
立
て
た
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
狂
う
と
対
応
で
き
な
い
若
者

の
話
を
聞
く
。対
す
る
農
業
は
そ
も
そ
も
、

ま
ま
な
ら
な
い
天
候
を
前
提
に
、
そ
の
変

化
に
即
応
す
る
仕
事
だ
。
未
来
が
不
透
明

だ
とい

わ
れ
る
時
代
、
人
間
が
本
来
持
っ

て
い
る
本
能
を
目
覚
め
さ
せ
る
仕
組
み
と

し
て
農
業
体
験
は
最
高
の
教
育
な
の
だ
。

ま
ま
な
ら
な
い
環
境
こ
そ
、
仕
事
の
組
み

立
て
方
や
段
取
り
を
本
質
的
に
考
え
る
。

ト
ヨ
タ
の
“
カ
イ
ゼ
ン
”
を
現
場
で
作

り
上
げ
た
の
は
、
実
は
季
節
工
の
兼
業
農

家
だ
っ
た
とい

う
話
を
聞
い
た
こ
と
が
あ

る
。
工
場
ラ
イ
ン
に
入
る
と
、「
い
や
、

こ
う
し
た
方
が
、も
っと

効
率
が
いい

よ
」

と
か
「
こ
う
し
た
方
が
、
も
っと

良
い
も

の
が
で
き
る
よ
」
と
そ
の
季
節
工
た
ち
が

ア
ド
バ
イ
ス
を
し
た
。
そ
の
こ
と
を
社
員

は
実
践
と
し
て
手
応
え
を
感
じ
、
そ
れ
を

仕
組
み
に
落
と
し
て
いっ

た
の
だ
、
と
。

さ
ら
に
、
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
は
、
農
業
者

に
代
わ
っ
て
農
業
の
魅
力
や
農
村
の
価
値

を
伝
え
る
機
能
も
あ
る
。
個
々
の
農
家
は

農
業
の
プ
ロ
だ
が
、
農
業
に
つ
い
て
伝
え

る
プ
ロ
で
は
な
い
。
ザ
・
フ
ァ
ー
ム
を
通

じ
て
、
農
業
を
身
近
に
感
じ
て
く
れ
る
会

員
に
和
郷
園
組
合
員
の
農
場
を
案
内
し
た

り
、
そ
こ
で
働
い
て
も
らっ

た
り
す
る
仕

組
み
も
で
き
る
。

都
市
生
活
者
に
とっ

て
も
同
じ
だ
。
農

業
に
い
く
ら
関
心
が
高
く
て
も
、
い
き
な

り
農
場
に
勤
務
す
る
の
は
敷
居
が
高
い
。

ザ
・
フ
ァ
ー
ム
の
ス
タ
ッ
フ
が
農
家
組
合

員
と
農
園
会
員
の
希
望
を
調
整
す
る
こ
と

で
、
土
日
だ
け
働
く
といっ


た
仕
事
の
ス

タ
イ
ル
も
提
供
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
。

都
市
生
活
者
の
視
点
か
ら
、
農
業
・
農

村
の
持
つ
資
源
と
価
値
を
丁
寧
に
検
証
し

て
、
サ
ー
ビ
ス
化
し
て
い
く
窓
口
が
ザ
・

フ
ァ
ー
ム
に
課
さ
れ
た
使
命
な
の
だ
。

農
業
体
験
は
最
高
の
教
育

取材・構成 浅川芳裕
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1967年千葉県生まれ。農業者大学校卒業後、90年に就農。
96年事業会社㈲和郷を、98年生産組合（農）和郷園を設立。
㈲和郷は2005年に㈱和郷に組織変更。生産・流通事業のほ
か、リサイクル事業や冷凍工場、カット・パッキングセン
ター、直営店舗の展開をすすめる。05年海外事業部を立ち
上げ、タイでマンゴー、バナナの生産開始。07年日本か
ら香港への輸出事業スタート。現在、ターゲット国を拡
大準備中。本連載では、起業わずか10年でグループ
売上約50億円の農業系企業を築き上げた木内の「和
のマネジメントと郷の精神」を紹介。その“事
業ビジョンの本質”を解き明かす。

1967年千葉県生まれ。農業者大学校卒業後、90年に就農。
96年事業会社㈲和郷を、98年生産組合（農）和郷園を設立。
㈲和郷は2005年に㈱和郷に組織変更。生産・流通事業のほ
か、リサイクル事業や冷凍工場、カット・パッキングセン
ター、直営店舗の展開をすすめる。05年海外事業部を立ち
上げ、タイでマンゴー、バナナの生産開始。07年日本か
ら香港への輸出事業スタート。現在、ターゲット国を拡
大準備中。本連載では、起業わずか10年でグループ
売上約50億円の農業系企業を築き上げた木内の「和
のマネジメントと郷の精神」を紹介する。その
“事業ビジョンの本質”を解き明かす。

事務所
カフェカウンターを備えた受付スペース。

「スタッフだけでなく会員同士の情報交換の場に
してもらいたい」

【農業生産•消費者交流】
農業組合法人 和郷園
（加入農家：92戸）

【温泉事業・レストラン】

作業後の
入浴・食事

農作業
イベント参加

ネット通販

かりんの湯　㈱郷
ふるさと

なごみ

THE FARM　㈱和

【アミューズメントパーク企画 /運営】お
客
様

㈱
和
郷

蓮池 良太 氏
THE FARMプロジェクトマネージャー

「“お帰りなさい”とお客様を迎え入れ
る番人だ」（㈲和郷より出向）

■ THE FARM
　 施設案内図

「東京近郊の都市から千葉県香取市に、お客様は、足を運んでくださる。和郷園グループ
が運営する事業は、それぞれに連携し、中心に位置しているのはザ・ファームの畑だ」

倉庫
畑で使う道具の貸し出しや荷物の発送のスペース。

「手ぶらで来て、収穫した農産物は送って帰るサ
ービスを提供する」

貸し農園の畑
5坪の区間はロープで仕切られ、通路が作られて
いる。通路ごとに水道が整備されている。

かりんの湯（正面入り口）
THE���������������������　FARMに隣接している温泉施設。「作業後
は、温泉で汗を流してさっぱりしてもらいたい」

かりんの湯（レストラン）
「ビッグサイズのトンカツに、和郷園で作られた
野菜を添えたお勧めの一品だ」


